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静開地学第 54号 (1986)

半田孝司*

大パラボラアンテナを見て、「迫力があったJr圧倒されたんまた水品の大結晶を見て、 f巨大な結

晶に驚いたJr自然の力に感動したJ。これらは今回の見学会参加者の感想、である O

測所と山梨大学の水晶館の 2カ所は異色の組合わせであったが、どちらもその「大きさJが強い印象

である O

8月25日、先ず最初の見学地、山梨大学教育学部にマイカーで集合する O 日時、空は照りつける太

陽だけで雲がない。すぐ自の前に古びた小さな建物があり、錆びた鉄扉が開いている O 誰も気付かな

いが、この建物が前年の風雪に耐えた、お目当ての水晶館である O 石垣氏に案内されて館内に入る O
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としている O 手を触れるとひんやりと冷たい。
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